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2012 年 9 月 1 日 

第６８号 
 

発行：日本臨床検査技師連盟 

 

日本臨床検査技師連盟ニュース 

◇◆連盟ニュース◆◇ 

 

 

今号の主な内容 
◇新年度スタートと新役

員 

◇各議連との進捗状況 

 

 

平成 24年度 日臨技新会長 宮島喜文氏 スタート！ 
 

平成 24年５月末に行われた、日臨技総会にて、宮島喜文氏が新会長に選任された。 

新会長の下、副会長並びに執行役員、役員が選任され、新しい執行体制がスタートした。 

我が日本臨床検査技師連盟では先の連盟総会（連盟連絡責任者会議）において、連盟委員長は重任

させ、日臨技の新執行体制に併せ、新たに常任委員を選任することを決定していた。 

よって、ここに新たな連盟役員人事を紹介する。 

 

平成 24年度 日臨技連盟常任委員会 スタート！ 
連盟委員長   ： 小沼利光（再任） 東京都済生会向島病院  

連盟副委員長： 直井芳文（新任） 日臨技理事 茨城県技師会会長 水戸済生会総合病院 

連盟常任委員： 下田勝二（再任） 日臨技常務理事 東京都技師会会長 日本適合性認定協会 

連盟常任委員： 津田聡一郎（新任） 日臨技執行理事 埼玉県技師会副会長 

連盟常任委員： 運天政五郎（新任） 日臨技理事 大阪府技師会会長 東住吉森本病院 

連盟常任委員： 齋藤幸弘（新任） 日臨技理事 神奈川県技師会会長 横浜船員保険病院 

連盟常任委員： 佐藤元恭（新任） 日臨技理事 大分県技師会会長 自宅会員 

連盟常任委員： 佐野和三（新任） 駿河台日本大学病院 

連盟監事  ： 日野浦勝之（再任） 前宮崎県技師会会長 自宅会員 

連盟監事  ： 長島義男（新任） 前連盟常任委員 前東京都技師会会長 慶應大学医学部附属病院 

 

上記常任委員をもって、8月 11日（土）連盟常任委員会を開催した。 

 

平成 24年度 日臨技連盟常任委員会 スタート！ 
  

 常任委員会ではそれぞれの役務分担の後、今年度活動計画を協議した。 

１．民主党議連に提出した要望内容について 

２．議連がヒアリングと厚生労働省医政局の対応について 

３．米坂知昭氏の推薦要請についての対応を協議 
 

平成 25年度 民主党医療技術者政策推進議員連盟へ予算要望と業務拡大要望！ 
 

７月 27 日（金）医療技術者政策推進議員連盟会長川内博史衆議院議員（鹿児島１区）に対し、連盟

小沼利光委員長は日臨技宮島喜文会長と連名で要望書を提出。 

今回は、日臨技が要望書を作成、連盟を通じて議員連盟に提出したものである。 

尚、要望書は来年度予算要望を含むものである。要望内容骨子は次の通りである。 

【業務拡大】 

１．微生物検査を始めとする検体採取について 

２．血圧測定 

３．生理検査業務の項目追加 電気味覚検査・並びに嗅覚検査 

【予算要望】 

１．「採血・検査の説明のできる技師の養成事業」に関し国庫補助金支出を要請 
 

 

 

 

 

 



  第 68 号                 日本臨床検査技師連盟ニュース      平成 24 年 9 月１日発行   (2) 

(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これを持って、8 月 9 日（木）11 時、衆議院第一議員会館会議室において、医療技術者推進議員連

盟並びに厚生労働省医政局とヒアリングを行った。 

 これらヒアリングの結果については以下の通りである。 

１．予算措置要望 

  財政が貧迫しているところになかなか厳しい予算である。基本的に研修を予算で行うことは難しい。 

２．業務拡大について  

 ①微生物学的検査の検体採取 

  医行為に関わる部分があると思われるので、もう少し具体例を抽出して、日臨技との間で検討を重ね、   

  ある程度の見解が得られたらチーム医療推進方策検討ワーキングで検証して頂くこととしたい。  

 ②血圧の測定 

  既に自動血圧計を用いて行う測定であれば臨床検査技師が行っても良い。 

 ③耳鼻科領域における検査項目の追加 

  味覚嗅覚、電気味覚等に関わる検査項目は、その専門学会である耳鼻咽喉科学会とのコンセンサスを 

  得ている最中でありその進捗状況を見極め厚労省として対処したい。とした。 

 

 

民主党医療技術者政策推進議員連盟 

会長川内博史衆議院議員へ要望書提出 

公明党臨床検査技師問題懇話会 

会長江田康幸衆議院議員へ要望依頼 

  
民主党医療技術者政策推進議員連盟 

ヒアリング・厚生労働省医政局・議員団 

常任委員会開催 

 
 

 

近づく国政選挙への対応について！ 
 日本臨床検査技師連盟（委員長：小沼利光）では、政党内に議員連盟が存在する、民主党、公明党を

中心に取り分け臨床検査行政に理解の深い方々を推薦、支援しています。勿論、一般社団法人日本臨床

衛生検査技師会（会長：宮島喜文）と連携することは言うまでもありません。 

次回連盟ニュースでは、選挙支援を中心にお送りします。 


